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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置の輝度を無用に低下させることな
く、十分な容量を備えるストレージキャパシタを実現す
る。
【解決手段】　液晶表示装置は、マルチドメイン垂直配
向方式の液晶表示装置であって、第１基板と、第２基板
と、第１基板と第２基板との間に介在している液晶層と
、第１基板と第２基板の少なくとも一方に形成されてい
る調整構造を備えている。各画素領域には、
画素電極と、第１キャパシタ電極と、第２キャパシタ電
極と、第２キャパシタ電極と画素電極とを電気的に接続
している相互接続部が設けられている。キャパシタ電極
は、第１方向に伸びているメインボディと、メインボデ
ィの一部から第１方向と異なる方向に伸展している伸展
部とを備えている。キャパシタ電極の伸展部は、調整構
造と前記画素電極の縁部によって囲繞されているととも
に調整構造と画素電極の縁部のなす角度が９０度未満で
ある囲繞領域内に位置していることを特徴とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス状に配置されている複数の画素領域を備える液晶表示装置であって、
　第１基板と、
　第２基板と、
　第１基板と第２基板との間に介在しており、実質的な電圧が加えられていないときに液
晶分子が基板に対して略垂直方向に配向する液晶層と、
　第１基板と第２基板の少なくとも一方に形成されており、液晶層に実質的な電圧が加え
られたときの液晶分子の配向方向を複数方向に調整する調整構造と、
　それぞれの画素領域に設けられている画素電極と、
　それぞれの画素領域に設けられており、第１方向に伸びているメインボディと、メイン
ボディの一部から第１方向と異なる第２方向に伸展している伸展部とを備える第１キャパ
シタ電極と、
　それぞれの画素領域に設けられており、第１方向に伸びているメインボディと、メイン
ボディの一部から第１方向と異なる第２方向に伸展している伸展部とを備える第２キャパ
シタ電極と、
　それぞれの画素領域において第２キャパシタ電極と画素電極を電気的に接続している相
互接続部とを備えており、
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、調整構造と画素電極の縁部によって囲繞される囲
繞領域であって、調整構造と画素電極の縁部とのなす角度が９０度未満である囲繞領域内
に位置しており、
　前記第２キャパシタ電極と画素電極は、第１キャパシタ電極に対する対電極として機能
することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１基板は、共通電極を備えていることを特徴とする請求項１の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記囲繞領域は、透光状態において他の領域よりも輝度の低い領域であることを特徴と
する請求項１の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記囲繞領域は、三角形状の領域であることを特徴とする請求項１の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記相互接続部は、前記第２キャパシタ電極の伸展部又はメインボディのなかで伸展部
に接続する部分が位置する領域に形成されていることを特徴とする請求項１の液晶表示装
置。
【請求項６】
　前記第２基板には、複数の平行なゲート線と、ゲート線に対して垂直であるとともに互
いに平行な複数のデータ線とが形成されており、隣接する２つのゲート線と隣接する２つ
のデータ線によって画素領域が画定されていることを特徴とする請求項１の液晶表示装置
。
【請求項７】
　前記第１キャパシタ電極と前記ゲート線は第１金属層に形成されており、前記第２キャ
パシタ電極と前記データ線が第２金属層に形成されていることを特徴とする請求項６の液
晶表示装置。
【請求項８】
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に三角形状であることを特徴とする請求項
１の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に台形形状であることを特徴とする請求項
１の液晶表示装置。
【請求項１０】
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　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度をなす縁部を少なくとも一つ備えていることを特徴とする請求項１の液晶表示
装置。
【請求項１１】
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、少なくとも１つの枝部を備えていることを特徴と
する請求項１の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度で配置されている２つの枝部を備えていることを特徴とする請求項１の液晶表
示装置。
【請求項１３】
　前記調整構造は、第１基板に設けられている複数の線状凸部と、画素電極に設けられて
いる複数のスリットを備えており、
　線状凸部のそれぞれは実質的にジグザグのパターンに形成されており、複数の線状凸部
は互いに平行に配置されており、スリットと線状凸部が交互に配置されていることを特徴
とする請求項１の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記線状凸部は、複数の枝部を備えていることを特徴とする請求項１３の液晶表示装置
。
【請求項１５】
　前記画素電極のスリットは、複数の凹所を備えていることを特徴とする請求項１３の液
晶表示装置。
【請求項１６】
　前記線状凸部は、それぞれの画素領域において屈曲部を形成しており、前記第２キャパ
シタ電極の伸展部は、屈曲部と屈曲部に隣接するデータ線によって囲繞される領域に位置
していることを特徴とする請求項１３の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記調整構造が、第１基板に設けられた複数の第１スリットと、画素電極に設けられた
複数の第２スリットを備えており、
　第１スリットのそれぞれは実質的にジグザグのパターンに形成されており、複数の第１
スリットは互いに平行に配置されており、第１スリットと第２スリットが交互に配置され
ていることを特徴とする請求項１の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第１基板と第２基板の間に、セルギャップを維持する複数のスペーサが設けられて
おり、そのスペーサは画素領域に配置されていることを特徴とする請求項１の液晶表示装
置。
【請求項１９】
　前記スペーサが、第２キャパシタ電極の伸展部又はメインボディのなかで伸展部に接続
する部分が位置する領域内に配置されていることを特徴とする請求項１８の液晶表示装置
。
【請求項２０】
　マトリックス状に配置されている複数の画素領域を備え、それぞれの画素領域に画素電
極が設けられている液晶表示装置のためのストレージキャパシタであって、
　それぞれの画素領域に設けられており、第１方向に伸びているメインボディと、メイン
ボディの一部から第１方向と異なる第２方向に伸展している伸展部とを備えており、メイ
ンボディよりも伸展部の方がキャパシタ面積が大きい第１キャパシタ電極と、
　それぞれの画素領域に設けられており、第１方向に伸びているメインボディと、メイン
ボディの一部から第１方向と異なる第２方向に伸展している伸展部とを備えており、メイ
ンボディよりも伸展部の方がキャパシタ面積が大きい第２キャパシタ電極と、
　を備えているストレージキャパシタ。
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【請求項２１】
　前記第１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に三角形状であ
ることを特徴とする請求項２０のストレージキャパシタ。
【請求項２２】
　前記第１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に台形形状であ
ることを特徴とする請求項２０のストレージキャパシタ。
【請求項２３】
　前記第１キャパシタ電極の伸展部は、第１キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度をなす縁部を少なくとも一つ備えており、
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度をなす縁部を少なくとも一つ備えていることを特徴とする請求項２０のストレ
ージキャパシタ。
【請求項２４】
　前記第２キャパシタ電極と画素電極を電気的に接続する相互接続部が付加されており、
　第２キャパシタ電極と画素電極は、第１キャパシタ電極に対する対電極として機能する
ことを特徴とする請求項２０のストレージキャパシタ。
【請求項２５】
　前記相互接続部は、前記第２キャパシタ電極の伸展部又はメインボディのなかで伸展部
に接続する部分が位置する領域内に配置されていることを特徴とする請求項２０のストレ
ージキャパシタ。
【請求項２６】
　前記第１キャパシタ電極の伸展部が伸展している方向と、前記第２キャパシタ電極の伸
展部が伸展している方向は共に、液晶表示装置の少なくとも一つの基板に形成されている
液晶層の配向方向を調整する調整構造が伸びている方向と平行であることを特徴とする請
求項２０のストレージキャパシタ。
【請求項２７】
　画素領域の寸法が１００μｍ×３００μｍ以上である液晶表示装置に用いられ、前記第
１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、液晶表示装置に組込まれたとき
に視覚不能であることを特徴とする請求項２０のストレージキャパシタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤ）に関する。特に、液晶表示装置のストレージキャパ
シタの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、対向する一対のガラス基板と、その一対のガラス基板の間に配置され
ている液晶層とを有する液晶表示セルを有している。垂直配向（ＶＡ）方式の液晶表示装
置は、負の誘電異方性を備える液晶材料と、垂直配向膜とを備えている。電圧が印加され
ないときは、液晶分子が垂直方向に配向することによって、黒の表示が現れる。所定の電
圧が印加されたときは、液晶分子が水平方向に配向することによって、白い表示が現れる
。ツイステッドネマティック（ＴＮ）方式の液晶表示装置と比較して、ＶＡ方式の液晶表
示装置は、コントラストや応答速度や視野角等に優れている。
【０００３】
　ＶＡ方式の液晶表示装置では、表示面を斜め方向から観察したときに、コントラスト比
が減少したり、コントラストが反転したりすることがある。これは、垂直な入射角で液晶
表示セルを通過する光と、垂直でない入射角で液晶表示セルを通過する光とでは、液晶分
子との相互作用が異なるからである。透光状態（白）と非透光状態（黒）とのコントラス
ト比は、表示面を斜め方向から観察したときに著しく減少する。フラットパネル型のテレ
ビスクリーンや大型コンピュータスクリーン等の多くの用途において望ましくないものと
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なっている。
【０００４】
　ＶＡ方式の液晶表示装置の視野角性能は、画素内の液晶分子を相互に異なる複数の方向
に配向させることによって改善されることが知られている。例えば特許文献１には、液晶
の向きを調整するためのドメイン調整手段を有するマルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ）方
式の液晶表示装置が記載されている。この液晶表示装置では、電圧を印加したときに液晶
分子が斜めに配向するとともに、それぞれの画素領域内において液晶分子が複数の方向を
向くようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０８８４６２６号明細書
【０００６】
　ＶＡ方式の液晶表示装置では、一対の基板を、カラーフィルタ（ＣＦ）を備えるカラー
フィルタ基板と、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を備える薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）基板
によって構成した薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）液晶表示装置が知られている。カラーフィ
ルタ基板には、複数のカラーフィルタと、共通の電極とが設けられている。ＴＦＴ基板に
は、互いに平行に形成されている複数のゲート線と、ゲート線に対して垂直であるととも
に互いに平行に形成されている複数のデータ線と、ＴＦＴと、画素電極とが設けられてい
る。基板の間にギャップを形成するために、基板の間にはスペーサが形成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＴＦＴ液晶表示装置には、ストレージキャパシタが設けられている。ストレージキャパ
シタは、ＴＦＴがオフにされた後の所定時間、画素電極の電圧を所定範囲内に維持するた
めのものである。ストレージキャパシタは不透明な材料で形成されているので、ストレー
ジキャパシタによって占められた領域は、表示領域として使用することができなくなる。
ストレージキャパシタの存在によって、液晶表示装置の輝度は低下してしまう。一方にお
いて、ストレージキャパシタの容量が大きいほど画質をより改善することができるので、
ストレージキャパシタは大きいほど好ましい。従って、液晶表示装置の輝度を無用に低下
させることなく、十分な容量を備えるストレージキャパシタを実現するための技術が必要
とされている。
　本発明は、液晶表示装置の輝度を無用に低下させることなく、十分な容量を備えるスト
レージキャパシタを実現するための技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、マルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ）方式の液晶表示装置に具現化することが
できる。この液晶表示装置は、複数の画素領域がマトリスク状に配置されている。この液
晶表示装置は、一対の基板と、一対の基板の間に介在している液晶層と、少なくとも一方
の基板に設けられている調整構造を備えている。調整構造は、実質的な電圧が加えられた
ときの液晶分子の配向方向を調整するものであって、液晶分子を基板に対して垂直方向と
は異なる複数の方向に配向させる。
　それぞれの画素領域には、画素電極と、第１キャパシタ電極と、第２キャパシタ電極と
、第２キャパシタ電極と画素電極とを電気的に接続している相互接続部が設けられている
。第１キャパシタ電極と第２キャパシタ電極のそれぞれは、第１方向に伸びているメイン
ボディと、メインボディの一部から第１方向と異なる方向に伸展している伸展部（「ウイ
ング部」ということもできる）を備えている。
【０００９】
　第２キャパシタ電極の伸展部は、画素領域のなかで、調整構造と画素電極の縁部によっ
て囲繞される囲繞領域内に位置している。その囲繞領域では、調整構造と画素電極の縁部
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とがなす角度が９０度未満である。第２キャパシタ電極のメインボディは、その囲繞領域
から外方に向けて第１方向に延びており、第２キャパシタ電極の伸展部は第１方向と異な
る第２方向に伸展している。
　第２キャパシタ電極に伸展部を設けることによって、第２キャパシタ電極全体の面積を
保ちながら、メインボディの面積を減じることができる。即ち、ストレージキャパシタの
容量を維持しながら、囲繞領域外に位置するキャパシタ電極の面積を減じることができる
。
【００１０】
　第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に三角形状や台形形状であることが好ましい。
この場合、第２キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して
１３５度の角度をなす縁部を少なくとも１つ備えていることが好ましい。あるいは、第２
キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して１３５度の角度
で配置された枝部であることも好ましい。
【００１１】
　第２キャパシタ電極と画素電極は、相互接続部によって電気的に接続されていることが
好ましい。それにより、第２キャパシタ電極と画素電極が、第１キャパシタ電極に対する
対電極として機能する。このとき、相互接続部は、第１キャパシタ電極の伸展部や、メイ
ンボディのなかで伸展部に隣接する部分が位置する領域内に配置されることが好ましい。
【００１２】
　本発明に係るＭＶＡ方式の液晶表示装置は、複数の平行なゲート線と、ゲート線に対し
て垂直であるとともに互いに平行な複数のデータ線とを備える薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）液晶表示装置でることが好ましい。この場合、それぞれの画素領域は、隣接する２つの
ゲート線と隣接する２つのデータ線によって画定される。
【００１３】
　調整構造は、線状凸部やスリットを配列することによって構成することができる。この
場合、線状凸部は実質的にジグザグのパターンで形成し、スロットを線状凸部と交互に配
置することが好ましい。このとき、それぞれの画素領域では、線状凸部の少なくとも１つ
が屈曲部を形成することになる。線状凸部やスリットによって複数の領域に分割された画
素領域において、線状凸部の屈曲部とデータ線で囲繞される囲繞領域は、透光状態におい
て他の分割領域よりも暗くなる。そのことから、第１キャパシタ電極や第２キャパシタ電
極の伸展部を、その囲繞領域に形成することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例１のＭＶＡ方式の液晶表示装置の一部を示す上部平面図である。
【図２】実施例１の液晶表示装置の要部を示す上部平面図である。
【図３】実施例２のＭＶＡ方式の液晶表示装置の一部を示す上部平面図である。
【図４】実施例３のＭＶＡ方式の液晶表示装置の一部を示す上部平面図である。
【図５】実施例４のＭＶＡ方式の液晶表示装置の一部を示す上部平面図である。
【図６】実施例の液晶表示装置の構造を模式的に示す図。
【図７】従来の液晶表示装置の一部を示す上部平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の特徴、態様、利点等を理解しやすくするために、本発明を好適に実施する実施
形態について、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。
　本発明は、ストレージキャパシタを備えるマルチドメイン垂直配列（ＭＶＡ）方式の液
晶表示装置に好適に実施することができる。この液晶表示装置は、主に、第１基板と第２
基板を備える一対の基板と、その一対の基板の間に介在している液晶層と、一対の基板の
少なくとも一方に設けられている調整構造とを備えている。
　基板の表面には、例えば垂直配向膜を使用することによって、液晶層に実質的な電界が
加えられていないときに、液晶分子が基板の表面に対して略垂直方向に配向するための処
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理が施されている。液晶層は、負の誘電異方性を備えている。
　調整構造は、電圧を印加されたときの液晶分子の配向方向を調整する。調整構造は、画
素領域のそれぞれにおいて、液晶分子が互いに異なる複数の方向に配向するように、液晶
分子の配向方向を調整する。それにより、液晶表示装置の視野角性能が改善される。
【００１６】
　それぞれの画素領域は、調整構造によって複数の領域に分割される。このとき、例えば
ノーマリーブラック方式の液晶表示装置では、透光状態において他の領域よりも輝度の低
い領域が形成される。例えば第１基板に設けられた調整構造と、第２基板に設けられた画
素電極の縁部が９０度未満の角度をなすような領域では、液晶分子が互い干渉することに
よって、液晶分子が不規則な方向に配向してしまう。そのような領域では、非透光状態（
電圧が印加されていない状態）において光漏れを生じたり、透光状態（電圧が印加されて
いる状態）において輝度が低下したりする。
　本発明を実施した液晶表示装置では、それぞれの画素領域に、画素電極と共にストレー
ジキャパシタを形成する第１キャパシタ電極と第２キャパシタ電極を備えている。各キャ
パシタ電極は、第１方向に伸びるメインボディと、メインボディの一部から第１方向と異
なる第２方向に伸びる伸展部を備えている。伸展部は、メインボディに対して翼状に形成
されていることから、ウイング部ということもできる。
　本発明を実施した液晶表示装置では、各キャパシタ電極の伸展部は、透光状態において
輝度の低い画素領域に形成されている。それにより、ストレージキャパシタに必要な容量
を与えるとともに、液晶表示装置の全体的な輝度を増大することができる。
【００１７】
　本発明を実施するＭＶＡ方式の液晶表示装置は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）液晶表示
装置であることが好ましい。図６に示すように、ＴＦＴ液晶表示装置は、第１基板１０２
と、第２基板１０４と、両基板１０２、１０４の間に介在する液晶層１５０を備えている
。第１基板１０２には、カラーフィルタ１０２ａと共通電極１０２ｂが形成されている。
そのことから、第１基板１０２はカラーフィルタ（ＣＦ）基板と称されている。一方、Ｔ
ＦＴが形成される第２基板１０４は、ＴＦＴ基板と称されている。一対の基板１０２、１
０４の間には、セルギャップを形成するためにスペーサ等が配置される。なお、カラーフ
ィルタは、第１基板１０２に形成することに換えて、ＴＦＴと共に第２基板１０４に形成
してもよい。
【実施例１】
【００１８】
　図１は、実施例１のマルチドメイン垂直配向（ＭＶＡ）方式の液晶表示装置１００の一
部の上面図を示している。なお、図示の明瞭化を目的として、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）を形成するための非晶質半導体パターンについては図示を省略する。液晶表示装置１０
０のＴＦＴ基板には、複数の平行なゲート線１０４ａと、ゲート線１０４ａに対して垂直
であるとともに互いに平行な複数のデータ線１０４ｂと、複数の薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）１０６と、マトリクス状に配置されている画素電極１２０とが設けられている。画素
電極１２０のそれぞれは、隣接する２つのゲート線１０４ａと、隣接する２つのデータ線
１０４ｂによって取り囲まれた領域内に配置されている。本実施例の液晶表示装置１００
では、電圧が印加されたときの液晶分子の配向方向を調整する調整構造が、複数の線状凸
部１３０や、複数のスリット１４０等によって構成されている。液晶層１５０（図６に図
示）の液晶分子は、電圧が印加されると、互いに異なる複数の方向に配向する。それによ
り、液晶表示装置１００の視野角は著しく増大する。
　複数の線状凸部１３０は、第１基板１０２（図６に図示）に形成されている。線状凸部
１３０のそれぞれは、実質的にジグザグなパターンで形成されており、複数の線状凸部１
３０は、互いに平行に配置されている。スリット１４０は、画素電極１２０に設けられて
いる。図１に示すように、線状凸部１３０とスリット１４０は交互に配置されている。な
お、線状凸部１３０を形成することに換えて、第１基板１０２の共通電極１０２ｂ（図６
に図示）に複数のスリットを形成してもよい。
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【００１９】
　図２は、図１のＭＶＡ方式の液晶表示装置１００の一部を示す上面図である。なお、図
示の明瞭化を目的として、画素電極１２０と線状凸部１３０の図示を省略している。
　液晶表示装置１００では、第１キャパシタ電極１６２と第２キャパシタ電極１６４等か
ら構成されるストレージキャパシタが、各画素領域に設けられている。第１キャパシタ電
極１６２や、ゲート線１０４ａや、ＴＦＴ１０６のゲート電極等は、同一のゲート金属層
に形成されている。第２キャパシタ電極１６４や、データ線１０４ｂや、ＴＦＴ１０６の
ソース／ドレイン電極等は、同一のデータ金属層に形成されている。
　各キャパシタ電極１６２、１６４は、ゲート線１０４ａと平行（第１方向）に伸びてい
るメインボディ１６２ａ、１６４ａと、メインボディ１６２ａ、１６４ａの一部から第１
方向と異なる第２方向に伸展している伸展部１６２ｂ、１６４ｂを備えている。メインボ
ディ１６２ａ、１６４ａの伸長方向（第１方向）と、伸展部１６２ｂ、１６４ｂの伸展方
向（第２方向）は平行ではない。第１キャパシタ電極１６２のメインボディ１６２ａは、
画素領域を横切るように形成されている。キャパシタ電極１６２、１６４の伸展部１６２
ｂ、１６４ｂは、実質的に台形形状の輪郭を備えている。各キャパシタ電極１６２、１６
４では、メインボディ１６２ａ、１６４ａの面積よりも、伸展部１６２ｂ、１６４ｂの面
積の方が大きい。
　第２キャパシタ電極１６４と画素電極１２０は相互接続部１６６によって電気的に接続
されており、第２キャパシタ電極１６４と画素電極１２０は、第１キャパシタ電極１６２
に対する対電極として機能する。相互接続部１６６はビアホールを備えており、第２キャ
パシタ電極１６４と画素電極１２０は、ビアホールを通じて、例えばＩＴＯ等の画素電極
１２０を形成している金属によって導通されている。第１キャパシタ電極１６２と、その
対電極である第２キャパシタ電極１６４と画素電極１２０が構成するストレージキャパシ
タは、ＴＦＴがオフにされた後の所定時間、画素電極１２０の電圧を所定範囲内に維持す
る。
【００２０】
　図１に示すように、隣接する２つのゲート線１０４ａと隣接する２つのデータ線１０４
ｂによって画定されている画素領域において、線状凸部１３０は三角形状の屈曲部１３０
ａを形成している。それぞれの画素領域は、線状凸部１３０とスリット１４０によって、
複数の領域に分割されている。線状凸部１３０の屈曲部１３０ａと、屈曲部１３０ａに隣
接するデータ線１０４ｂによって囲繞される領域では、液晶分子の配向方向が不規則とな
ることから、透光状態において他の領域よりも輝度が低下する。
　各キャパシタ電極１６２、１６４の伸展部１６２ｂ、１６４ｂは、線状凸部１３０の屈
曲部１３０ａとデータ線１０４ｂによって囲繞される囲繞領域に位置している。即ち、画
素領域において、他の領域よりも輝度の低い領域に位置している。各キャパシタ電極１６
２、１６４は、輝度の低い画素領域において大きく形成されており、輝度の高い画素領域
（例えば、屈曲部１３０ａとスリット１４０との間の領域）において小さく形成されてい
る。それにより、液晶表示装置１００全体の輝度が増大されている。
【００２１】
　スペーサ１７０は、その近傍の液晶分子の配向に悪影響を与えることがあり、非透光状
態における光漏れや透光状態における透光率の低下等を発生させることがある。そのこと
から、スペーサ１７０は、各画素領域において輝度の低い領域に配置することが好ましい
。本実施例の液晶表示装置１００では、線状凸部１３０の屈曲部１３０ａと、その屈曲部
１３０ａに隣接するデータ線１０４ｂによって囲繞される領域内に配置されている。さら
に、スペーサ１７０は、第１キャパシタ電極１６２の伸展部１６２ｂやメインボディ１６
２ａのなかで伸展部１６２ｂに接続する部分（本実施例では、メインボディイ１６２ａの
なかで、一対の伸展部１６２ｂの間に位置する部分）が位置する領域内に配置することが
好ましい。それにより、スペーサ１７０によって輝度の低下が生じる領域の多くが、第１
キャパシタ電極１６２の位置する領域に一致し、スペーサ１７０による輝度の低下を抑制
することができる。
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【００２２】
　図７は、従来の液晶表示装置の一部を示す上面図であり、第１キャパシタ電極６２と第
２キャパシタ電極６４が図示されている。図１と図７を比較すると、第１キャパシタ電極
６２、１６２と第２キャパシタ電極６４、１６４とが重なり合う面積は実質的に同一であ
ることから、それぞれの液晶表示装置では同一レベルの容量を持つストレージキャパシタ
が構成されている。しかしながら、実施例１の液晶表示装置１００のキャパシタ電極１６
２、１６４では、輝度の低い画素領域に対応して伸展部１６２ｂ、１６４ｂが設けられて
いるので、輝度の高い画素領域に位置する面積は小さくなっている。その結果、液晶表示
装置１００の全体的な輝度は著しく増大する。
【実施例２】
【００２３】
　図３は、実施例２によるＭＶＡ方式の液晶表示装置２００の一部の上面図である。なお
、図示の明瞭化を目的として、画素電極１２０や線状凸部１３０等の図示は省略する。液
晶表示装置２００では、キャパシタ電極１６２、１６４のそれぞれが、実施例１で例示し
た台形形状を備える伸展部１６２ｂ、１６４ｂに換えて、三角形状を備える伸展部１６２
ｃ、１６４ｃを備えている。液晶表示装置２００の他の構成については、図２に示した液
晶表示装置１００と実質的に同一である。メインボディ１６２ａ、１６４ａの伸長方向（
第１方向）と、伸展部１６２ｃ、１６４ｃの伸展方向（第２方向）は平行ではない。
【００２４】
　実施例１、２において、第１キャパシタ電極１６２の伸展部１６２ｂ、１６２ｃは、第
１キャパシタ電極１６２のメインボディ１６２ａに対して１３５度の角度（図２、図３に
θで示されている）をなす少なくとも１つの縁部を備えている。第２キャパシタ電極１６
４の伸展部１６４ｂ、１６４ｃも、第２キャパシタ電極１６４のメインボディ１６４ａに
対して１３５度の角度をなす少なくとも１つの縁部を備えている。
【実施例３】
【００２５】
　図４は、実施例３によるＭＶＡ方式の液晶表示装置３００の一部を示す上面図である。
なお、図示の明瞭化を目的として、画素電極１２０や線状凸部１３０等の図示は省略する
。液晶表示装置３００は、キャパシタ電極１６２、１６４のそれぞれが、一対をなす枝状
の伸展部１６２ｄ、１６４ｄを備えている。液晶表示装置３００の他の構成については、
図２に示した液晶表示装置１００と実質的に同一である。枝状の伸展部１６２ｄとメイン
ボディ１６２ａとのなす角度（図４にθで示されている）は１３５度である。キャパシタ
電極１６２、１６４のそれぞれにおいて、メインボディ１６２ａ、１６４ａの伸長方向（
第１方向）と伸展部１６２ｄ、１６４ｄの伸展方向（第２方向）が、１３５度の角度をな
している。伸展部１６２ｄ、１６４ｄの伸展方向は、隣接する調整構造（例えば図１に示
された線状凸部１３０）が伸びている方向と実質的に平行である。
【実施例４】
【００２６】
　図５は、実施例４によるＭＶＡ方式の液晶表示装置４００の一部を示す上面図である。
液晶表示装置４００では、画素電極１２０に形成されたスリット１４０が複数のニードル
状の凹所１４０ａを備えており、線状凸部１３０が複数の枝部１３０ｂを備えている。液
晶表示装置４００の他の構成については、図１に示した液晶表示装置１００と実質的に同
一である。液晶表示装置４００では、上記の構成によって、液晶分子が不規則に配向して
しまう領域が減少されている。即ち、非透光状態において光漏れが発生したり、透光状態
において輝度が低下したりする領域が減少されている。
【００２７】
　ストレージキャパシタは、図３、図４等に例示した形状や配置に限られず、例えば三角
形、四角形、五角形、六角形、多角形、多数の直線的な辺や曲線部を有するその他の形状
等で形成した伸展部を備えるように形成することができる。また、液晶表示装置４００で
は、凹所１４０ａと枝部１３０ｂとの双方が設けられているが、スリット１４０と枝部１
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　本実施例の技術は、各画素寸法が約１００×３００μｍの液晶表示装置に適用すること
ができる。この場合、使用者がキャパシタ電極の伸展部を視認することはできない。また
、より大きな画素寸法、例えば２１２×６３７μｍの液晶表示装置に適用した場合でも、
使用者は依然としてキャパシタ電極の伸展部を視認することはできない。
【００２８】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組み合わせによって
技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組み合わせに限定されるもので
はない。本明細書または図面に例示した技術は複数の目的を同時に達成するものであり、
そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【符号の説明】
【００２９】
１００・・液晶表示装置
１０２・・第１基板
１０２ａ・・フィルタ
１０２ｂ・・共通電極
１０４・・第２基板
１０４ａ・・ゲート線
１０４ｂ・・データ線
１０６・・薄膜トランジスタ
１２０・・画素電極
１３０・・線状凸部
１３０ａ・・屈曲部
１３０ｂ・・枝部
１４０・・スリット
１４０ａ・・凹所
１５０・・液晶層
１６２・・第１キャパシタ電極
１６４・・第２キャパシタ電極
１６２ａ，１６４ａ・・メインボディ
１６２ｂ，１６４ｂ，１６２ｃ，１６４ｃ・・伸展部
１６６・・相互接続部
１７０・・スペーサ
２００，３００，４００・・ＭＶＡ方式の液晶表示装置
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月3日(2012.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と第２基板の間に液晶層が介在し、マトリックス状に配置された複数の画素領
域と、それぞれの画素領域に設けられた画素電極と、第１基板と第２基板の間のセルギャ
ップを維持するために画素領域に設けられたスペーサを備える液晶表示装置のためのスト
レージキャパシタであって、
　それぞれの画素領域に設けられ、メインボディと、メインボディの一部からメインボデ
ィの長手方向と異なる方向に伸展している伸展部とを備えており、メインボディよりも伸
展部の方がキャパシタ面積が大きい第１キャパシタ電極と、
　それぞれの画素領域に設けられ、メインボディと、メインボディの一部からメインボデ
ィの長手方向と異なる方向に伸展している伸展部とを備えており、メインボディよりも伸
展部の方がキャパシタ面積が大きい第２キャパシタ電極と、
　前記第２キャパシタ電極を前記液晶表示装置の画素電極に電気的に接続し、前記第２キ
ャパシタ電極と画素電極を第１キャパシタ電極に対する対電極として機能させる相互接続
部を備え、
　第１キャパシタ電極と第２キャパシタ電極は、画素領域内のそれらが配置されていない
領域よりも輝度の低い領域に配置されており、
　前記液晶表示装置のスペーサが、前記第２キャパシタ電極のメインボディ又は伸展部が
位置する領域内であって前記相互接続部とは異なる位置に配置されることを特徴とするス
トレージキャパシタ。
【請求項２】
　前記第１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に三角形状であ
ることを特徴とする請求項１のストレージキャパシタ。
【請求項３】
　前記第１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、実質的に台形形状であ
ることを特徴とする請求項１のストレージキャパシタ。
【請求項４】
　前記第１キャパシタ電極の伸展部は、第１キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度をなす縁部を少なくとも一つ備えており、
　前記第２キャパシタ電極の伸展部は、第２キャパシタ電極のメインボディに対して１３
５度の角度をなす縁部を少なくとも一つ備えていることを特徴とする請求項１のストレー
ジキャパシタ。
【請求項５】
　前記相互接続部は、前記第２キャパシタ電極の伸展部又はメインボディが位置する領域
内に形成されており、
　前記スペーサは、前記第２キャパシタ電極の伸展部の先端に対して、前記相互接続部よ
りも近くに配置されることを特徴とする請求項１のストレージキャパシタ。
【請求項６】
　前記第１キャパシタ電極の伸展部が伸展している方向と、前記第２キャパシタ電極の伸
展部が伸展している方向は共に、液晶表示装置の少なくとも一つの基板に形成されている
液晶層の配向方向を調整する調整構造が伸びている方向と平行であることを特徴とする請
求項１のストレージキャパシタ。
【請求項７】
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　画素領域の寸法が１００μｍ×３００μｍ以上である液晶表示装置に用いられ、前記第
１キャパシタ電極と前記第２キャパシタ電極の伸展部は、透光状態において他の領域より
も輝度の低い領域に配置されることを特徴とする請求項１のストレージキャパシタ。
【請求項８】
　前記スペーサと相互接続部が、前記第２キャパシタ電極のメインボディの長手方向に平
行な直線上に配置されることを特徴とする請求項１のストレージキャパシタ。
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